
 

県
日
本
中
国
友
好
協
会
の
定
期
総

会
は
５
月
19
日
、
岐
阜
市
橋
本
町
の

朝
日
大
学
病
院
西
館
で
開
か
れ
、
杉

山
幹
夫
会
長
が
再
任
さ
れ
、
新
名
誉

会
長
に
古
田
肇
知
事
、
副
会
長
に
は

柴
橋
正
直
岐
阜
市
長
と
小
川
敏
大
垣

市
長
が
就
任
す
る
役
員
改
選
案
ほ

か
、
「
ぎ
ふ
中
国
く
る
ぶ
」
な
ど
の

事
業
計
画
案
な
ど
を
原
案
通
り
承
認

し
た
。 

 

本
年
度
は
任
期
（
２
年
）
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
年
。
柴
橋
岐
阜
市

長
、
小
川
大
垣
市
長
が
新
し
く
副
会

長
に
就
任
し
た
た
め
、
副
会
長
は
再

任
の
大
友
克
之
朝
日
大
学
学
長
、
國

島
芳
明
高
山
市
長
、
水
野
光
二
瑞
浪

市
長
の
５
人
体
制
と
な
っ
た
。 

 

事
業
計
画
の
主
な
も
の
は
、
日
中

平
和
友
好
条
約
締
結
40
周
年
、
県
と

中
国
江
西
省
と
の
友
好
都
市
提
携
30

周
年
を
記
念
し
、
中
国
事
情
や
文

化
・
経
済
を
学
ぶ
公
開
例
会
「
ぎ

ふ
・
中
国
く
る
ぶ
」
を
引
き
続
き
開

催
し
、
県
の
江
西
省
友
好
代
表
団
派

遣
事
業
参
加
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。 

 

新
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
。 

▽
名
誉
会
長 

古
田
肇
▽
会
長 

杉
山
幹
夫
▽
副
会
長 

大
友
克

之
、
柴
橋
正
直
、
小
川
敏
、
國

島
芳
明
、
水
野
光
二
▽
顧
問 

星
屋
秀
幸
▽
参
与 

村
瀬
恒

治
、
中
島
岦
▽
理
事
長 

土
屋

康
夫
▽
事
務
局
長
・
理
事 

田

中
孝
典 

 

定
期
総
会
後
、
本
年
度
の
第

１
回
公
開
例
会
「
ぎ
ふ
・
中
国

く
る
ぶ
」
が
開
か
れ
、
元
外
交

官
で
徳
川
美
術
館
副
館
長
の
市

橋
康
吉
さ
ん
が
「
40
年
前
の
中
国
～

国
交
正
常
化
初
期
の
思
い
出
」
と
題

し
講
演
し
た
。 

 

市
橋
さ
ん
は
１
９
７
０
年
代
の
ア

ジ
ア
の
情
勢
、
中
国
で
の
語
学
研
修

体
験
を
交
え
、
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結
の
経
緯
な
ど
を
語
っ
た
。 

（
講
演
要
旨
は
裏
面
に
） 

 

定
期
総
会
か
ら
３
日
後
の
５
月
22

日
、
杉
山
幹
夫
会
長
は
県
庁
に
古
田

肇
知
事
を
訪
ね
、
懇
談
し
た
。 

 

杉
山
会
長
は
ま
ず
名
誉
会
長
快
諾

へ
の
お
礼
の
後
、
「
日
中
関
係
が
好

転
す
る
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
こ
の

機
を
生
か
し
、
当
協
会
の
基
盤
を
確

か
な
も
の
に
し
た
い
。
国
際
情
勢
に

明
る
く
経
験
豊
富
な
知
事
の
力
を
お

借
り
し
た
い
」
と
述
べ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
古
田
知
事
は
「
今

秋
の
江
西
省
で
の
友
好
都
市
30
年
式

典
へ
出
掛
け
る
。
中
国
か
ら
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
に
岐
阜
県
に
来
て
も

ら
い
た
い
」
と
訪
日
客
誘
致
に
意
欲

を
見
せ
た
。 
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杉
山
幹
夫
会
長
を
再
任 

 
 

役
員
改
選
、
事
業
計
画
な
ど
を
承
認 

 
 

２
０
１
８
年
度
定
期
総
会 

役員改選案などを原案通り承認した2018年度定期総会 
＝岐阜市橋本町の朝日大学病院西館  

◆
中
国
く
る
ぶ
情
報
◆ 

【
第
２
回
講
演
会
】 

 

日
時 

７
月
28
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
～ 

 

講
師 

野
村
康
弘
氏
（
天
野
エ
ン 

 
 

 
 

ザ
イ
ム
株
式
会
社
常
務 

 
 

 
 

取
締
役
・
生
産
本
部
長
） 

 

演
題 

「
中
国
と
天
野
～
先
々
代
か 

 
 
 
 

 

ら
続
く
中
国
へ
の
想
い
」 

 

会
場 

朝
日
大
学
病
院
西
館
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

（
岐
阜
市
橋
本
町
） 

◆ 

【
第
３
回
講
演
会
】 

 

日
時 

10
月
27
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
～ 

 

講
師 

宮
本
雄
二
氏
（
元
在
中
国 

 
 

 
 

日
本
特
命
全
権
大
使
） 

 

演
題 

日
中
が
二
度
と
戦
わ
な
い
た 

 
 

 
 

め
の
原
点
（
仮
） 

 

会
場 

朝
日
大
学
５
１
３
教
室 

 
 

 
 

（
瑞
穂
市
穂
積
） 

◆ 

【
第
４
回
講
演
会
】 

 
 

 

（
新
春
の
つ
ど
い
） 

 

日
時 

平
成
31
年
２
月
２
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
前
11
時
～ 

 

講
師 

西
川
ち
さ
と
さ
ん
（
フ
リ
ー 

 
 

 
 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

 

演
題 

上
海
か
ら
見
た
日
本
（
仮
） 

 

会
場 

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山 

 
 

 
 

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
） 

日
中
の
40
年
を
語
る 

 
 
 
 
 
 

元
外
交
官
の
市
橋
氏 

中
国
か
ら
の
誘
客
に
意
欲 

 
 
 
 
 
 
 

名
誉
会
長
の
古
田
知
事 



 

外
務
省
に
入
省
し
た
の
は
１
９
７
２

年
。
９
月
29
日
に
田
中
角
栄
首
相
が
中
国

を
訪
れ
、
周
恩
来
首
相
と
日
中
共
同
声
明

に
署
名
、
日
本
と
中
国
の
国
交
が
正
常
化

し
た
。
中
国
政
府
は
外
国
人
に
語
学
研
修

の
門
戸
を
開
け
、
在
外
研
修
一
期
生
（
３

人
）
に
選
ば
れ
、
翌
年
夏
に
留
学
し
た
。 

 

正
常
化
前
ま
で
中
国
語
研
修
は
台
湾
か

香
港
で
行
わ
れ
て
い
た
。
日
中
政
府
間
で

留
学
生
交
換
に
合
意
。
台
湾
で
勉
強
し
て

い
た
１
年
上
の
２
人
も
わ
れ
わ
れ
に
合
流

し
た
。
ち
な
み
に
中
国
政
府
派
遣
の
一
期

生
は
、
現
駐
日
中
国
大
使
の
程
永
華
さ
ん

ら
６
人
。
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
だ
っ

た
が
、
み
な
優
秀
だ
っ
た
。 

 

当
時
、
日
中
航
空
協
定
締
結
前
で
直
行 

便
が
な
く
、
東
京
か
ら
空
路
香
港
へ
行

き
、
一
泊
。
鉄
道
で
深
圳
（
せ
ん
）
を
ま

た
ぎ
、
広
州
で
ま
た
一
泊
し
た
あ
と
、
空

路
北
京
に
向
か
っ
た
。
広
州
は
と
て
も
暑

く
、
夜
遅
く
ま
で
街
灯
の
な
い
暗
い
通
り

で
大
勢
の
人
が
涼
ん
で
い
た
。 

 

北
京
で
は
大
学
再
開
ま
で
ホ
テ
ル
で
、

中
国
語
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
。
小
中
学
生
の

教
科
書
を
手
に
入
れ
よ
う
と
試
み
た
が
、

や
ん
わ
り
断
ら
れ
た
。
10
月
に
北
京
語
言

学
院
（
現
北
京
語
言
大
学
）
で
よ
う
や
く

授
業
が
始
ま
っ
た
。
学
生
は
外
国
人
の

み
。
東
欧
社
会
主
義
国
、
西
側
か
ら
は

英
、
仏
、
米
、
カ
ナ
ダ
。
日
本
は
わ
れ
わ

れ
の
ほ
か
に
友
好
協
会
派
遣
の
学
生
が
い

た
。
文
化
大
革
命
の
後
遺
症
で
校
舎
の
窓

ガ
ラ
ス
は
割
れ
た
ま
ま
。
時
折
、
宣
伝
隊

が
校
内
で
政
治
活
動
を
始
め
、
教
授
た
ち

は
緊
張
し
て
い
た
。 

 

留
学
生
宿
舎
に
入
り
、
食
事
は
配
給

制
。
通
貨
は
手
垢
で
黒
く
な
っ
た
人
民
元

と
外
匯
券
（
外
国
通
貨
に
裏
打
ち
さ
れ

た
）
で
、
外
国
人
は
外
匯
券
し
か
使
え
な

か
っ
た
。
日
本
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ラ
ジ

オ
の
短
波
放
送
を
通
じ
て
知
っ
た
。 

 

一
年
の
最
後
に
グ
ル
ー
プ
旅
行
で
東
北

地
方
に
行
っ
た
。
旧
満
州
国
時
代
の
建
物

が
残
っ
て
お
り
、
日
本
人
が
来
て
い
る
の

を
知
っ
て
涙
す
る
お
年
寄
り
が
い
た
が
、

戦
争
の
つ
め
跡
は
至
る
所
に
残
っ
て
い

た
。
後
に
外
務
省
外
郭
団
体
の
国
際
問
題

研
究
所
で
旧
日
本
軍
の
遺
棄
兵
器
を
処
理

す
る
仕
事
に
携
わ
っ
た
と
き
、
当
時
を
思

い
返
し
た
。 

 

74
年
９
月
、
北
京
大
学
文
学
部
中
国
文

学
科
へ
。
中
国
人
学
生
に
交
じ
っ
て
の
勉

強
で
宿
舎
は
一
室
２
人
。
中
国
人
と
同
室

に
な
っ
た
が
、
私
が
電
熱
器
で
日
本
の
即

席
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
様
子
を
羨
ま
し
そ
う

に
見
て
い
た
。
中
国
人
学
生
は
試
験
で
は

な
く
、
工
場
、
人
民
公
社
な
ど
で
推
薦
を

得
た
、
学
歴
よ
り
人
望
の
あ
る
人
た
ち

だ
。
外
国
人
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
、

当
局
の
目
が
光
っ
て
い
た
。
『
四
人
組
』

の
時
代
で
資
本
主
義
は
悪
と
言
わ
れ
て
い

た
が
中
国
人
学
生
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
派
と

現
実
派
に
分
か
れ
て
い
た
。 

 

北
京
市
内
は
国
産
乗
用
車
（
上
海
、
紅 

旗
）
は
わ
ず
か
、
自
転
車
、
バ
ス
の
時

代
。
国
際
電
話
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
申
し

込
み
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

２
年
間
の
中
国
留
学
を
終
え
、
米
国
の 

大
学
へ
。
帰
国
後
、
中
国
課
に
勤
務
し
、

日
中
平
和
友
好
条
約
の
交
渉
に
関
わ
り
、

78
年
８
月
の
同
条
約
締
結
の
と
き
に
は
、

園
田
直
外
相
に
随
行
し
た
。
今
年
は
40
周

年
の
節
目
の
年
。
感
慨
深
い
。 

 

中
国
は
鄧
小
平
の
指
導
で
改
革
開
放
に

舵
を
切
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
２
位
の
経
済

大
国
に
な
っ
た
。
一
方
で
憲
法
を
何
度
か

改
正
し
て
い
る
が
『
中
国
共
産
党
の
指

導
』
な
ど
国
家
体
制
の
基
本
は
維
持
。
中

国
が
『
世
界
の
モ
デ
ル
』
に
と
い
う
勢
い

だ
が
、
世
界
と
の
関
わ
り
の
中
で
大
き
く

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
中
国
の
混
乱
を

望
む
者
は
誰
も
い
な
い
。
賢
く
変
わ
っ
て

行
っ
て
ほ
し
い
。 

 

上
海
で
日
本
語
教
師
を
長
い
こ
と
務

め
、
今
春
、
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の

交
流
員
に
就
い
た
。
１
年
の
任
期
は
短

い
が
、
中
国
に
も
っ
と
親
し
み
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
『
懸
け
橋
』
に
な
り
た

い
と
意
欲
的
だ
。 

 

黄
金
週
間
前
、
金
華
山
に
登
っ
た
と

き
、
初
対
面
の
女
性
ペ
ア
か
ら
飲
料
水

を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。
「
親
切
が
う
れ

し
く
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
お
返
し
し

た
」
。 

 

人
生
は
出
会
い
の
連
続
。
日
本
語
教

師
に
な
っ
た
の
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
日

本
語
教
師
と
め
ぐ
り
会
っ
た
か
ら
。
英
語
志

望
だ
っ
た
が
、
南
昌
大
学
日
本
語
学
科
に
配

属
。
熱
血
授
業
に
魅
了
さ
れ
、
後
に
続
く
日

本
人
教
師
は
学
生
の
た
め
に
日
本
語
の
本
を

日
本
か
ら
集
め
、
学
生
の
実
家
を
訪
ね
歩
い

た
。 

「
彼
ら
に
あ
こ
が
れ
、
彼
ら
を
手
本
に
し
て

日
本
語
教
師
に
な
っ
た
」 

 

２
年
前
、
上
海
の
大
学
教
師
訪
問
団
の
一

員
と
し
て
英
国
を
２
週
間
訪
ね
た
。
帰
国

後
、
ネ
ー
テ
ィ
ブ
な
国
へ
、
と
在
中
国
日
本

大
使
館
が
募
る
国
際
交
流
員
の
試
験
に
挑

戦
、
見
事
合
格
し
た
。 

 

「
今
年
は
江
西
省
と
岐
阜
県
の
友
好
都
市

提
携
30
年
。
江
西
省
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
い
い
機
会
」 

 

中
国
外
交
の
舵
取
り
役
だ
っ
た
故
周
恩
来

総
理
に
幼
い
頃
か
ら
あ
こ
が
れ
て
き
た
と
い

う
。
『
民
間
外
交
官
』
の
役
目
が
回
っ
て
き

た
と
い
え
る
。 

 
 

江
西
省
撫
州
市
出
身
。
39
歳 

外交官時代を振り返り講演する 

市橋康吉さん 

＝朝日大学病院西館ホール 

４月から県国際交流員を務める鄧俊玲さん  

【
市
橋
氏
の
講
演
要
旨
】 


